


４．概 要 

 ⑴ 北広島市ボールパーク建設について 

 The Ambitious City 北広島市（北海道西部、石狩平野の中央部に位置する

人口 57,569 人、行政面積 119.05 ㎢）の北海道ボールパークＦビレッジ構想に

ついて視察してきましたので、その概要について報告します。 

 隣接の 197 万都市札幌市に本拠地（札幌ドーム）を置くＮＲＢ日本ハムフ

ァイターズが東京都から移転して 20 年目の節目にあたって、将来を見越した

球団経営の一環として移転を含めた考えがあることをいち早く掴み、市長をト

ップとする誘致特別チームが熱心に誘致活動を進め、北広島市が移転を勝ち取

ったことにより、野球場を核とする官民連携で行う北海道ボールパークＦビレ

ッジ構想を立ち上げた。ボールパーク全体は日本ハムをはじめとする民間業者

が建設し、市は道路、鉄道等のインフラ整備と市を中心とする隣接 16 市町村

と広域的連携体制で、ボールパーク構想の推進と北海道の価値、魅力向上を目

指す。この構想計画の実現による波及効果は地場特産品をはじめ、医療、福祉、

子育て、各種スポーツ、経済等々、北海道全体、特に子ども達の教育面に及ぼ

す直接、間接な好環境、好影響は完成後、北海道全体で、10 年で 8 千億円、

その内北広島市では 10 年で 1500 億円となるとしている。 

 所感とすれば、来年一期工事（新球場・ES CON FIELD とレジデンス分譲

マンション）が終えるが、分譲マンションについては 150 戸が既に完売して

おり、最上階の 1 億円以上の部屋も完売しているとのことと、新野球場のオー

プン、また逐次、認定こども園、農業学習施設、シニアレジデンス（高齢者用

マンション）等々が建設され、32ha の一大構想の進捗が国内外マスコミにか

なり取り上げられるものと思われます。数年後に、単なるプロ野球日本ハムフ

ァイターズの誘致だけではなく、町おこしの起爆剤として北広島市がどのよう

な変貌を遂げるのか楽しみであります。 

 

 ⑵ 倶知安町のふるさと納税事業について 

 倶知安町でのＱ＆Ａは別紙のとおりでした。 






